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米国図書館のリスクマネジメントに学ぶ「災害に強い図書館」 
－平成 23 年度国立大学図書館協会海外派遣事業報告－ 
村上 康子 
 
はじめに 
2001年 9月 11日，世界中を震撼させた「アメリカ同
時多発テロ＝9.11（ナイン・イレブン」は，アメリカ国
民だけでなく，全世界に衝撃を与えた大事件として
未だ記憶に新しい。そして 2011年 3月 11日，日本
を震撼した東北地方太平洋沖地震による「東日本大
震災」は，今まさに，私たちが乗り越えようとしている
現実である。人的災害「9.11」，自然災害「3.11」，共
通点はどちらも思いもよらない災害だったことであ
る。 
 震災直後，東北大学本部事務機構を始め，各部
局，附属図書館でも災害対策本部がにわかに設置
され，災害復旧を行うことになった。今まで経験した
ことのない事態に多くのスタッフが戸惑っていた。災
害復旧の経験もスキルも持ち合わせていない自分
たちが，目の前の図書館を救わなくてはならないの
である。そして，自分たちも被災者であった。 
 今回，平成 23 年度国立大学図書館協会海外派
遣事業に応募するにあたって，テーマとして思い浮
かんだのは，「9.11」を乗り越えた米国の大学図書館
のリスクマネジメントとはどのようなものなのか，そして，
図書館を復旧させるためにどのようなスキルを持って
いるのかということであった。他に，コロンビア大学
C.V.スター東アジア図書館ライブラリアンの野口幸
生氏の論文を読んだことも契機の一つとなった。 
 2011 年 11 月 17 日，福島大学の芦原ひろみ氏と
私は，柳澤輝行附属図書館副館長にご同行いただ
き，成田から｢9.11｣のニューヨークへと向かった。調
査研究テーマは「米国大学図書館におけるリスクマ
ネジメントについて～自然災害，犯罪，テロ，原発事
故（放射能汚染）への対応策～」である。福島にお
いて同じく被災し，今なお原発事故の環境下におか
れている福島大学附属図書館の芦原氏の意向も含
めた充実した内容となった。 
 
1. コロンビア大学:｢9.11｣を契機としたリ
スクマネジメント 
ニューヨーク市マンハッタン島の北部にメインキャン
パスを持つコロンビア大学は，1754年にトリニティ教
会付属のキングスカレッジとして発足，独立戦争後
に改名，1897 年に現所在地へと移った。正式名称
は，Columbia University in the City of New 
York である。全学生数（研究員・聴講生を含む）
26,000人，教職員数 3,600人，留学生比率 23％と
米国で最も国際化が進んでいる。出身者には，バラ
ク・オバマ大統領他歴代の大統領が名を連ね，ノー
ベル賞受賞者全米第 1位を誇る名門として知られて
いる。 
 
1.1 コロンビア大学図書館 
  正門からユニバーシティ・ウォークを進むと，左手
に Low Memorial Library（現大学本部）があり，
大学のシンボル Alma Mater像（ラテン語で我らの
母＝母校）が見える。そして，広場中央奥には大学
の中枢が図書館であることを象徴するかのようにメイ
ンライブラリーのバトラー図書館が見える。大小 21
の図書館を有し，図書 1,000万冊，原稿 2,800万冊，
マイクロフィルム 630 万枚を所蔵する米国屈指のア
カデミック図書館である。 
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写真 1：バトラー図書館外観 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 2：Alma Mater像 
 
1.2 2つのリスクマネジメントの枠組み 
 米国の大学では，何か起こった時のために保険を
かけることが常識になっている。コロンビア大学でも２
つの枠組みによって，大学の財産が守られている。
その１つは，Self-insurance といい，これは大学の
財産の数％を緊急時のために備蓄しておく方法で，
学内の小規模な災害に適用される。もう一つは，A 
fine art policyといい，学内の予算ではフォローしき
れない大規模災害のために外部の保険会社と契約
を行うものである。図書館の場合，災害時のダメージ
の程度を査定することでその度合いにより，保険金
が支払われる仕組みになっている。掛け金は，図書
館で貴重なコレクションが増える度に保険会社が一
点一点査定を行い決定されるとのことである。実際
の金額を聞くことはできなかったが，かなりの額と思
われる。日本では見られない光景だが，多額の寄付
金を募ることで経営が成り立っている米国大学の特
徴であろう。また，これらに対して支払われるお金が
大学にとって必要不可欠であるという認識の高さが２
つの枠組みを維持していると思われる。 
 
1.3 Department of Public Safety 
 コロンビア大学には，｢9.11｣以降設立されたセー
フティー部門がある。ニューヨーク警察から現役警察
官 James F. McShane 氏を副学長に迎え入れ，
Department of Public Safetyの責任者として配属
したのである。この部門のミッションは，「コロンビア大
学全体の安全と開かれた環境を維持し，質の高いキ
ャンパスライフを提供すること」である。火事，不審物，
危険物流出，犯罪，緊急医療，大雨，落雷，ハリケ
ーン，地震等々，あらゆる災害に対応している。キャ
ンパスの近くにはハーレムがあるため，保護者向け
には，子どもの安全をアピールすることで大学への
良い印象を抱いてもらえるとのことである。また，ニュ
ーヨーク市との連携を図り，ニューヨーク警察が主催
する特別なオペレーション NYPD Shield Confer-
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ence へも参加している。この会議は，外部セキュリ
ティー会社約 300社をも交えた情報交換の場となっ
ており，これまでこのような会議は軍のみが行ってい
たものだそうである。しかし，｢9.11｣以降，ニューヨー
ク市はリスクマネジメントの強化が急速に進み，街の
景観さえも変わったという。 
 当時，現役警察官だった McShane 氏も｢9.11｣の
現場に居合わせ，被災者の救出を行ったという。
「9.11 の時に，被災者でありながらも，市民を守る警
察官としてどうされましたか？精神的なダメージやそ
の後の生活に影響はなかったですか？」と質問を投
げかけてみたところ，「僕は，警察官で良かったと思
ったよ。親しい同僚も何人か亡くしたりしたけど，僕
にはやることがあったからね。精神的にはそれほど
のダメージはなかった。チョコレートをよく食べるよう
になったかな？（笑）大きな災害が起きると，人は何
をしたらいいか分からなくなるものだけれど，僕には
やることが目の前にあった。」と答えが返ってきた。職
業人としての使命感があれば，いかなる時も迷うこと
はないのである。氏に守られているコロンビア大学は
ニューヨークで一番安全な場所なのであろうとさえ感
じた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 3：PublicSafetyの内部 
 
1.4 One Voice  
 コロンビア大学では，災害対策の 1つとして学内の
全スタッフが死守している方針がある。「One Voice」，
つまり，プレスリリースの際に大学が伝えるメッセージ
は一つだけであり，それを伝えるスポークスマンも一
人だけと決めているのである。これは，災害発生直
後の混乱期 の誤った情報が一人歩きすることにより，
更なる混乱が起きることを回避する方法である。した
がって，学内のスタッフが公に対して個人が目の当
たりにした情報を発することは一切しないという徹底
した体制をとっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 4：学生からのありがとうメッセージ 
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1.5 Conservation Laboratory 
 メインライブラリーのバトラー図書館には，図書館
資料の修復と保存を専門に扱っている部門がある。
ここを中心に行われている図書館としてのリスクマネ
ジメントの詳細について，Head of Conservationの
Alexis Hagadorn氏に話をうかがうことができた。 
 まず災害発生時には，すぐに Department of 
Public Safetyへ連絡を行い，災害の程度に合わせ
た処置が済むまで，とにかく現場には何人たりとも立
ち入ることはできないとのことである。貴重なコレクシ
ョンが危険にさらされていたとしても，人命第一が徹
底されている。ただし，文化遺産を保有する施設か
らなるコンソーシアム The Heritage Emergency 
National Task Forceの訓練を受け，免許が交付さ
れると文化遺産救出活動が許可されるという。コロン
ビア大学としては，現在参加の可否を検討中とのこ
とだ。 
 Hagadorn氏が中心となって進めているコロンビア
大学図書館の Disaster Preparedness 
（災害準備）は，1) Know the Disaster Plan (災害
対策計画を知る)，2) Maintain supplies（必要なも
のは常に供給する），3) Phone List (電話連絡網)，
4) Risk Mitigation (危険箇所の確認)，5) Disas-
ter Recovery and Salvage Techniques (災害復
旧 と 資 料 救 済 の ス キ ル ) ， 6) Mold Re-
sponse/Recovery(カビ対策)の 6 つがある。この中
から，災害対策の基本とは，スタッフ全員がプランを
知り，災害時に各自がなすべきことを理解し，必要な
スキルを身につけていることとそれらに対して高い意
識を持っていることであると読み取れる。 
 日本でも一般的に「電話連絡網」が災害対策の一
つとして使われているが，コロンビア大学の「電話連
絡網」は日本のそれとは明らかに異なる。必ず誰か
に繫がるネットワークを形成した連絡システム上に成
り立っており，しかも，スタッフ全員が災害時に連絡
すべき重要な「Number」を知っている。責任者も自
分が災害時に連絡される人間であるという自覚を常
に抱いている。また，大学近隣に住んでいるスタッフ
は，災害発生時の緊急出動要員リストに登録されて
いるという徹底ぶりである。 
 プランを実行するためのスキルアップやドリルも，ス
タッフ全員に習得させるためにバトラー図書館から
21 の各図書館へ出向いて講じるという。例えば，水
濡れ図書の応急処置やフリーズドライ用の箱詰めの
方法，フリーズドライ可能な資料の棲み分け方法，
他にカビが発生した際に使う専用バキュームの操作
方法，カビ発生箇所に対する復旧方法，カビ発生の
原因追求の方法などを学ぶ。スキルの内容はすべ
てプロ仕様である。もちろん彼らの誰もが「プロのライ
ブラリアン」であることを自負している。 
 
1.6 Re-CAP: 
    The Research Collections and 
Preservation Consortium 
 コロンビア大学が図書の避難場所として使用して
いる Re-CAP は，同大学とプリンストン大学，ニュー
ヨーク公共図書館との共同施設である。コンサルタ
ントにプランを練らせ，プリンストン大学の敷地内に
2008 年 3 月に開設した。いわゆる図書の共同保存
と利活用のための巨大な書庫である。ここには
1,000 万冊の図書が収蔵可能で，書庫内は常に気
温 10～15℃，湿度 35％に保持されている。すべて
特別なバーコードによってのみ管理されているため，
収蔵図書の管理に慎重を要する。コロンビア大学は，
現在ここに約 400万冊の図書を預けている。 
 ニューヨークから 50～60 マイル離れているこの書
庫の図書を利用する際には，OPAC からの請求を
行う。現物を借用希望の場合は，前日午後 3 時まで
に申請すれば翌日の午前中には希望の分館へ到
着し，予め論文名等が判明している場合は，指定箇
所の PDF がメール送信によって本人の手元に到着
する。 
 Re-CAP 計画は，元々書庫の狭隘化解消のため
に始まったようだが，｢9.11｣以降は，貴重な図書をニ
ューヨークのコロンビア大学一箇所に置かず，別の
場所に避難させておくという発想も浮かび上がって
きたようである。 
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2. ペンシルバニア大学 (University of 
Pennsylvania)：穏やかな地域の災害
対策プラン 
ペンシルバニア大学は，イギリス植民地の大学と
して 1740 年に設立された。ベンジャミン・フランクリ
ンは創設者の一人である。北米で最初に医学部
（1765 年）が，全米で最初にビジネス・スクール
（1881 年）が設置された。高等教育機関としては全
米で 5 番目に古く，米国を代表する名門大学であ
る。 
 
2.1 ペンシルバニア大学図書館 
 ペンシルバニア大学図書館は 17 館からなり，約
600万冊を所蔵する。英国のパブリックスクールを思
わせる古い建物の中に，近代的な外観を呈してい
た。 
 
2.2 災害対策プラン検討中 
 この日，対応してくださったのは，Van Pelt 図書
館保存担当学芸員の Ian Bogus氏と Biomedical 
Library 分館長の Barbara Bernoff Cavanaugh
氏である。 
 この地区は，これまで特に大きな災害はなかった
が，やはり｢9.11｣の影響は大きく，現在，ペンシルバ
ニア大学の「Mission Continuity Program」の一
つとして組織的な災害対策プランを検討中である。
フィラデルフィア市との協力体制等は特になく，学内
のオペレーションのみ(Divition of Public Safety)と
のことである。 
 図書館では，スタッフ用ウェブサイトに緊急連絡先
や災害ケースごとに対処法をまとめた emergency 
Pages をもうけている。Bogue氏はまだまだこれから
であることを説明されたが，ウェブサイトを閲覧すると，
かなりしっかりとした内容になっていることが分かる。 
 
2.3  NN/LM : National Network of 
Libraries of Medicine 
 NN/LMは，米国医学図書館(NLM)を事務局とし 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 5：Van Pelt図書館 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 6：ベンジャミン・フランクリン像 
 
 
た全米の医学系図書館ネットワークである。8つの地
区のうち，ペンシルバニア大学は Middle Atlantic 
Region に所属している。ここでは，Emergency 
Preparedness として非常事態における医療情報提
供のためのネットワークを整備している。災害等の非
常時にこそ，人命に関わるさまざまなケアが必要とな
る分野であるだけに，国の事業としてのプランとなっ
ている。災害時には物理的に図書館を閉鎖せざるを
得ない事態になるが，それでもOnline Toolkitには，
医療情報提供のための方法が案内されており，パン
フレットも各機関に配布されている。 
 当館においても，震災後に他大学図書館へ利用
依頼を行うことで，本学の研究者へのケアは一部可
能となったが，「災害時にサービスを行うためのプラ
ン」という視点での準備はなされていなかった。災害
対策は守備を固めるだけではなく，本来の機能を維
持するための前向きなプランも必要であることを知っ
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た。 
 
3.  ボストン公共図書館 (The Boston 
Public Library)：「公」のリスクマネジメ
ント 
ボストン公共図書館は，1848 年創設の歴史をも
つ米国最古の公立図書館である。ボストン市によっ
て運営されるボストン市民のための図書館であるが，
マサチューセッツ州住民全ての人が利用できる。公
衆に対して無料で公開された史上初の近代的公共
図書館である。中央館のほかに 26 の分館を有し，
約 120 万冊の貴重書を含む約 890 万冊を所蔵す
る。 
  1998年，水道管破裂による過去最悪の水害を経
験したこの図書館は，後に水濡れ図書を中心とした 
Collection Recovery Plan を作成した。災害復旧
には欠かせないアイテムがあるという。復旧に必要な
技能を持った人，様々なコネクション，定期的なプラ
ンの見直し，プラン実行のためのトレーニングと技術
の検証である。例えば，貴重書を多く所蔵する中央
館は，自館でフリージング機能も保有しているが，大
災害の場合は，外部業者に委託するなどの早急な
処置を行い，建物についてはボストン市の Public 
Safetyが責任を持つなど，その内容によって最適な
者が最適な復旧を行うというのである。市のネットワ
ークによる他のコミュニティや州を超えた協力体制等，
公共施設ならではの体制も整っている。スタッフ全
員も Recovery Planのドキュメントを所有し，最悪の
場合を考慮したシビアな訓練が行われ，避難に要し
た時間もチェックされる。また，災害発生直後の混乱
時にこそ，秩序立てた方法による避難が重要である
という。 
 館内における盗難や不審者などに対しても，無下
に追い出したりせずに，館内のガードマンとボストン
警察との連携によって対応している。すべての市民
に開放する「公共図書館」という「公共性」を前面に
主張するため，「来るものは拒まず」と一見受け身の
体制にも思えるが，それが「公共図書館の役割」な
のだという。 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 6：重厚な建築美を放つ旧館 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 7：近代的なデザインの新館 
 
4. シモンズ大学図書館  (Simmons 
College)：コンソーシアム形態のリス
クマネジメント 
 シモンズ大学は 1899 年創立の女子大学（大学院
は共学）である。学生数は 5000 人で芸術科学，情
報科学，社会福祉，経営学，健康科学など現代的
な学部構成になっている。 
 当日は，Daphne Harrington 館長，災害対策担
当の Michele Valerie Cloonan 教授，Public 
Safety Directorの Sean T. Collins氏，近隣から，
Emmanuel College キャンパス安全対策担当の
Mihael J, Dolan氏，Medical Academic & Sci-
entific Community Organization緊急対策担当
の Tucker Husband 部長が参集し，思いがけずオ
フィシャルな会談となった。 
 ボストン市フェンウェイ地区は，大学や病院など
様々な機関が密集している。2010 年 10 月より，教
育省から50万ドルの予算を受け，シモンズ大学を含
む近隣 6 機関によって，8 つのプロジェクトからなる
総合的な災害対策プランを検討中とのことである。
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写真 8：複合施設ビル 5階の Beatley Library 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 9：図書館の内部 
 
それらは，流行病，暴力，発砲，自然災害などに対
して，各機関の得意分野を生かし，互いに協力し合
うコンソーシアム形態でのプランとなっている。例え
ば，災害時には電気を病院優先に融通することや，
患者や学生などを安全に避難させることなど，強い
ものと弱いもの，何を優先とし必要なものは何なのか
を見極めながらプラン作成を進めているという。 
 その他，図書館における資料の保全のための対策
については，1973 年設立の NEDCC(Northeast 
Document Conservation Center) が米国北東部
における資料保全センターの役割を果たしていると
のことである。24 時間災害支援ホットラインがあり，
優れた修復技術を持つスタッフが文化施設の資料
保全にあたっている。 
 
5. ハーバード大学(Harvard Universi-
ty)：大規模大学における総合的なリス
クマネジメント 
ハーバード大学は，1636 年に創設された米国最古
の高等教育機関である。ボストン市のケンブリッジ地
区に本部を置き，全世界でも飛び抜けて巨額な大
学基金を持つ。学生数約 2 万人（研究生・聴講生は
除く），教員数約 2,300 人の全寮制の由緒正しい大
学である。 
 図書館は，ケンブリッジ地区にあるメインライブラリ
ーのワイドナー図書館を筆頭に，大小 70館から成る
世界最大級の大学図書館である。蔵書数は 1,700
万冊と米国議会図書館，大英図書館，フランス王立
図書館に次いで全世界第 4位である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 10：ワイドナー図書館外観 
 
 
 
米国図書館のリスクマネジメントに学ぶ「災害に強い図書館」 
36 
 
余談だが，ワイドナー図書館は，1912 年にタイタニ
ック号の犠牲者となった卒業生 Harry Elkins 
Widner の母親が稀少本の収集家だった息子を偲
んで寄付した図書館である。正式名称は，Harry 
Elkins Widner Memorial Library という。 
 
5.1 医学図書館 Countway Library of 
Medicine（ボストン地区） 
 ボストン市のロングウッド医療地区キャンパスに位
置する医学図書館は，63万冊の蔵書と 13,500 タイ
トルの雑誌を保有する世界最大規模の医学専門図
書館である。 
 大学本部のあるケンブリッジ地区から離れているこ
ともあり，災害対策としては独自の「Countway 
Disaster Response Plan」と「Countway Emer-
gency Procedures Manual」を持っている。マニュ
アルには大原則として「日頃からマニュアルの内容
を確認し，保管場所を知る」「緊急事態になる前に何
をすべきか知る」と謳われている。二つのキャンパス
が同時に被災することはあまりないため，被災したキ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 11：医学部本部（ゴードン講堂） 
 
 
 
 
 
 
 
写真 12：医学図書館 
ャンパスを無事なキャンパスが助けるというメリットが
あるという。また，イントラネット上では e-Commons
によって，緊急時には大学から全学生にメッセージ
が配信される。その他，パンデミック等へは医学部な
らではの対応が可能ということである。 
 
5.2 HD：The Harvard Depository 
 1986 年に開設された HD は，学内各館の図書や
アーカイブを保存するとともに，メディア変換を行い，
有効利活用するためのオフサイト保管庫である。20
万平方フィートの収納スペースは，Re-CAP の八割
程度の規模であるが，一大学だけで備える施設とし
ては，米国でもあまり類を見ない。医学図書館では，
早くからHDを活用しているとのことだった。 
 
5.3 ホ ー ト ン 図 書 館 （ Houghton 
Library） 
 1942 年，当時狭隘化が懸念されていたワイドナー
図書館の館長とライブラリアンが提案したことが契機
となり設立した，米国初の貴重書専門図書館である。
貴重書を約 80 万冊所蔵するこの図書館は，ハーバ
ード大学の 70館ある図書館の中でも別格である。こ
こには常時 8 名のスタッフが待機し，１名でも欠ける
と必ず代替要員を補充する体制がとられている。
HCET Plan による災害対策として，スタッフと利用
者全員参加型の予告なしの訓練が行われている。 
さらに，「戦目付」のような評価者による、訓練対応能
力のチェックも行われている。災害に「想定外」はな
く，言い訳に過ぎないという徹底ぶりである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 12：ホートン図書館 
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訓練では主に火事を想定しているが，あらゆる災
害において，二次災害を回避するために，スタッフ
が災害の原因を追究した後に適切な避難を判断す
るスキルも含まれている。ここは唯一の貴重図書館
ではあるが，やはり「人命第一」とのことである。 
 地下書庫には，Water Leakを想定した応急キット
や吸水用の本格的なバキュームが専用倉庫に常備
され，万全の体制が整っている。また，水濡れ図書
の救済措置として，学内 2 か所のワイドナー図書館
とワイズマン保存センターにはフリーザー設備が設
置されている。しかし，大災害の際は，Freezer 
Truck が手配可能となるよう外部業者との契約が行
われているということだ。応急キットの中には，記録
用に使い捨てカメラが準備されてあるなど，日本との
発想の相違が感じられた。 
 
5.4  Wissman Preservation Center 
(ワイズマン保存センター) 
 このセンターでは，24 時間体制で図書館資料の
緊急事態に対応している。常時 20名のスタッフが待
機し，1週間交代で緊急時の電話番を担当する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 13：吸水のための強力なバキューム 
HCET Plan に基づく災害対策が行われており，こ
のセンターを中心とした LCET(Library Collection 
Emergency Team)のリーダーである Jane Hed-
berg氏，Paper ConservatorのDebra Cuoco氏，
AV資料担当のElizabeth A.Walters 氏，デジタル
保存担当のDr. Franziska Frey氏にハーバード大
学で行われている本格的な資料修復や災害対策に
ついてうかがうことができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 14：水濡れ図書 salvage用応急キット 
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5.4.1  Emergency Preparedness 
Plan 
 センターのHPには誰でもアクセス可能になってお
り，Q＆A 形式で緊急時の対応について，順序立て
た案内がされている。主に水濡れ図書の資料修復
を中心としたワークショップを 2年に 1回行い，40名
程度の参加者に対してトレーニングを行っている。
他に「Table Top（コップの水をこぼした等の日常の
小さい被害）」への対応は，常時頻繁に行っていると
のことだ。 
 このような本格的なセンターを持ってはいるものの，
やはり大災害などを想定し，大学で外部の保険会社
との契約も行っている。例えば，図書 1 冊の損失に
対して数ドルを支払う等の契約で，大学が自学の損
失に対して支払う上限額を超えた場合に保険金が
下りる仕組みになっている。大学本部の HP から
「Risk Management」で検索するとFinancial部門
に行き当たる。巨額な大学基金を保有する大学の自
己防衛方法には，多額の掛け金が支払われ，それ
によって大学の隅々まで守られている実態をうかが
い知ることができる。 
 センタースタッフ全員には，緊急時マニュアル
「Resource Notebook」と緊急用バッグが配布され
ており，災害時等に出動できる体制が整っている。
「Resource Notebook」には，当然のことながら，緊
急電話連絡網が掲載されているが，大学のそばに
住んでいるスタッフを緊急時に呼び出すために，自
宅までの距離までもが記されている。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 15：「Resource Notebook」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 17：緊急用バッグ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 18：入れ物の底にある「アナログ電話」 
 
 その他，現場用の Emergency Supplies の中に
は，停電時でも使用可能な「アナログ電話」がストック
してあった。このように災害用キットには，これまでの
経験と災害対策への真摯な姿勢によって，よく考え
なければ気づかないようなものまでが準備されてい
る。  
 
5.4.2 COSTEP : Coordinated 
Statewide Emergency Pre-
paredness 
 オフィシャルなメンバーが参加している緊急対策の
ための組織である。近年，州政府が災害時に保護
するものとして，人や建物の他に文化財の価値を認
め始めたということである。様々な組織が参加してい
るため，統一的に活動可能なマニュアルが準備され
ている。 
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5.4.3 プロ仕様の修復機能部門 
 このセンターの最上階には，日本の国立国会図書
館と同等とも思える修復機能設備を備えた部門があ
る。曼荼羅から，羊皮紙の製本，古いアカウントブッ
ク，新聞チラシ，ポスター，書簡，水濡れ図書，写真，
ポートレート等々，ありとあらゆる資料の修復を手掛
けている。一見ただの紙きれのようにも見える資料を
専任のスタッフが丁寧に仕上げていく。将来同じ職
業を目指して学問に励む大学院生も加えて人材育
成も行う。施設，設備，スタッフすべてにおいてプロ
フェッショナルな現場である。ボストン公共図書館に
も同様の施設があったが，一大学でここまで本格的
な施設を備えるという事実に驚愕するばかりであっ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 19：プロ仕様の現場 
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さいごに 
 今回の米国訪問によって，東海岸沿いの大学を中
心に調査してきたが，それぞれの図書館が口にする
のは，「9.11」以降にリスクマネジメントへの意識が急
速に高まったということであった。程度の差はあるも
のの，各館とも自館の置かれている環境に合わせた
リスクマネジメントプランを持ち，常に厳しい姿勢で
検証を行っている。災害時には，にわかに災害対策
本部が組織されるのではなく，日頃のスキルアップと
ドリルの成果をいつでも実践できる体制になってい
る。大学の一組織としての図書館は，学内との連携
はもちろんのこと，外部団体への参与とコミュニティと
の良好なコネクションも持ち合わせている。 
 そして，何よりも，すべてのスタッフがリスクマネジメ
ントに高い関心を示し，プランを熟知し，ドリルやスキ
ルの習得に余念がなく，緊急時に自分がなすべきこ
とを自覚しているということである。まさに，ライブラリ
アンとしてプロフェッショナルなのである。どんなに完
璧なプランや体制もスタッフの高い意識がなければ，
意味のないものとなってしまう。 
 「災害に強い図書館」とは，スタッフの高い意識が
作りあげるものなのではないだろうか。｢3.11｣以降，
自分たちも被災者として災害復旧を行いながら，あ
れから一年が過ぎようとしている。日本の大学図書
館は今後どのように変わっていくのだろうか。これま
で経験したことのなかった災害を経験して，明らかに
リスクマネジメントへの関心は高まっているはずであ
る。 
 米国図書館のただの模倣ではなく，国の助成を受
け運営している日本の大学図書館の特徴を生かし
ながら，地震の多いこの小さい島国において，「リス
クマネジメントコンソーシアム」のような官民を問わな
い体制が作られていくことを望みたい。 
 今回の海外派遣事業による成果が少しでも，今後
の大学図書館のリスクマネジメントに寄与できれば
幸いである。 
 最後に，海外派遣計画からこれまでご指導いただ
いた柳澤副館長，上層部の皆様，渡航中お世話に
なったコロンビア大学の野口幸生様，ハーバード大
学の坂口和子様，ご対応いただいた現地のスタッフ
の皆様，日常の忙しい業務にも関わらず留守中いろ
いろとお世話になった係の皆様，図書館スタッフの
皆様に心より感謝を申し上げたい。また，8日間の米
国渡航に快く承諾と協力をしてくれた家族に感謝し
たい。 
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